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○機器箱は絶縁構造で密閉されているため、機器箱等に破損がなければ一律に 

降下する必要はないと考えている。 

○平成 24年京浜東北線の人身事故において、温度上昇により車内のお客様に 

体調不良が発生した。これを契機のひとつとし、車内のお客様の安全も 

考慮し、全体を見ながら判断していくこととした。 

○パンタグラフ降下した事例は 2013年度で人身事故全体の 3割程度。 

過去と比較して大きな変化はない。理由は消防からの要請である。 

 


